
第19期定時株主総会招集ご通知

証券コード：3267
株式会社 フィル・カンパニー

●�株主総会にご出席の株主の皆様へのお土産のご用意はございません。

決議事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

2024年2月21日（水）午前10時
（受付開始：午前9時30分）開催日時

開催場所

東京都千代田区九段北１丁目８番10号

住友不動産九段ビル３階
ベルサール九段 ホールＡ＋Ｂ
※�末尾記載の「株主総会会場ご案内図」を�
ご参照ください。
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証券コード 3267
2024 年 ２ 月 ５ 日

1

株 主 各 位
東京都中央区築地三丁目１番12号
株式会社フィル・カンパニー
代表取締役社長 金 子 麻 理

第19期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第19期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第19期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト （https://philcompany.jp/ir/library/）

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東京証券取引所ウェブサイト

（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）
上記ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦覧

書類/PR情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。
敬具

記
1. 開 催 日 時 2024年２月21日（水曜日）午前10時（受付開始 午前９時30分）
2. 開 催 場 所 東京都千代田区九段北１丁目８番10号

住友不動産九段ビル３階 ベルサール九段 ホールＡ＋Ｂ
3. 会議の目的事項

報 告 事 項
1. 第19期（2022年12月１日から2023年11月30日まで）事業報告の内容、連結計算書類

の内容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
2. 第19期（2022年12月１日から2023年11月30日まで）計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきま
す。
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◎ご送付している書面は、書面交付請求に基づく電子提供措置事項記載書面を兼ねております。なお、法令及び
当社定款第14条の規定に基づき、下記の事項を除いております。したがって、当該書面は監査報告を作成する
に際し、監査等委員会及び会計監査人が監査をした書類の一部であります。
①会計監査人の状況 ②会社の体制及び方針 ③連結株主資本等変動計算書
④連結計算書類の連結注記表 ⑤株主資本等変動計算書 ⑥計算書類の個別注記表

以上
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議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、次のいずれかの方法により行使いただくことができます。
●当日ご出席による議決権行使

同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。また、紙資源節約のため、本招集
ご通知をご持参くださいますようお願い申し上げます。

株主総会開催日時 2024年２月21日（水曜日）午前10時

●書面郵送による議決権行使
当日ご出席されない場合は、議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、ご送
付ください。議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示
をされたものとして取り扱わせていただきます。

議決権行使期限 2024年２月20日（火曜日）午後６時必着
●インターネット等による議決権行使

次頁をご参照のうえ、QRコードを読み取る「スマート行使」による方法、又は議決権行
使ウェブサイト https://www.tosyodai54.netにて、議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」及び「パスワード」をご利用いただき、画面の案内に従って賛否を
ご入力ください。
議決権行使期限 2024年２月20日（火曜日）午後６時まで
詳細は次頁「インターネット等による議決権行使のご案内」をご覧ください。>>>

お問い合わせ先について
ご不明な点は、株主名簿管理人である東京証券代行株式会社（以下）までお問い合わせください。

(1) インターネット等による議決権行使の操作方法等に関する専用お問い合わせ先
フリーダイヤル 0120-88-0768 （９：00～21：00）

(2) 上記以外の株式事務に関するお問い合わせ先
フリーダイヤル 0120-49-7009 （平日９：00～17：00）

【機関投資家の皆様へ】
上記のインターネット等による議決権行使のほかに、予めお申込された場合に限り、株式会社ＩＣＪが運

営する議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことができます。

2024年01月23日 14時29分 $FOLDER; 4ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



4

インターネット等による議決権行使のご案内

インターネット等による議決権行使についての注意事項
※�議決権行使書面とインターネット等による方法と重複して議決権を行使された場合は、インターネット等によるものを有効といたします。複数回、議決権行使をされた
場合は、最後に行われたものを有効といたします。
※�議決権行使ウェブサイトへのアクセスに際して、通信料金及びプロバイダへの接続料金等は株主様のご負担となりますので、ご了承ください。
※�パソコンまたはスマートフォン等による議決権行使は、インターネット利用環境によっては行えない場合もございますので、ご了承ください。また、携帯電話による議
決権行使は、携帯電話の機種等によっては行えない場合もございますので、ご了承ください。

※パスワード（株主様が変更されたものを含みます。）は、本定時株主総会のみ有効です。次回の株主総会時は、新たに発行いたします。
※パスワードは、ご投票される方が株主様ご本人であることを確認する手段です。なお、パスワードを弊社よりお尋ねすることはございません。
※パスワードは、一定回数以上間違えるとロックされご使用できなくなります。ロックされた場合は、画面の案内に従ってお手続きください。

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行使ウェブサ
イトにログインすることができます。

スマートフォンにてQRコードを読み取る方法「スマート行使」

スマートフォンにて議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取って�
ください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

1

2
※ 「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですがPC向けサイトへ
アクセスし、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コード」・「パスワード」
を入力してログイン、再度議決権行使をお願いいたします。
※ �QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイトへ遷移できます。

議決権行使ウェブサイト

「次へすすむ」を
クリック

「ログイン」を
クリック

「議決権行使コード」
を入力

「初期パスワード」
を入力
実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください
「登録」をクリック

議決権行使コード・パスワードを入力する方法

https://www.tosyodai54.net

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。

議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コード」をご入力ください。

議決権行使書用紙に記載された「パスワード」をご入力ください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

1

2

3

4
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株主総会参考書類
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再 任

再 任

再 任
社 外
独 立

第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件
当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）は、2023年

２月21日開催の当社定時株主総会において選任いただいた４名のうち、能美裕一氏は2023年
10月31日付けで辞任し、他の３名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、
取締役3名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案に関しましては、独立社外取締役を過半数とする任意の指名・報酬委員会にて

客観的な立場から答申を行い、取締役会において決定いたしました。また、監査等委員会にお
ける検討の結果、本議案に関する特段の指摘事項はありません。
取締役の候補者は次のとおりです。

候補者
番号 氏名 現在の当社における地位・担当 取締役会への出席状況

1 たか はし のぶ あき

髙 橋 伸 彰 代表取締役会長 100％ （14回中14回)

2 かね こ ま り
金 子 麻 理 代表取締役社長 100％ （22回中22回)

3 やな さわ だい すけ

柳 澤 大 輔 社外取締役 100％ （14回中14回)

（注）1．各取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2．柳澤大輔氏は、社外取締役候補者であります。なお、柳澤大輔氏の選任議案が承認された場合、東京証券取引所の有価証券

上場規程に定める独立役員となる予定であります。
3．当社は、柳澤大輔氏との間に会社法第427条第１項の規定に基づき同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する責任限定

契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令で定める額となっております。柳澤大輔氏の再任が
承認された場合、当社は同氏との間の責任限定契約を継続する予定であります。

4．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、被保険者である
取締役がその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずる損害を当該保険
契約により填補することとしております。なお、各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者となり、任
期途中に当該保険契約を更新する予定であります。
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再 任候補者
番 号 １

た か は し の ぶ あ き

髙橋 伸彰 （生年月日：1977年８月16日）

所有する当社株式の数 取締役在任期間 取締役会への出席状況
1,464,300株 １年（本総会終結時） 14回／14回（100％）
略歴、地位及び担当
2001年４月 オリックス株式会社入社
2003年６月 アクタスマネージメントサービス株式会社入社
2005年６月 当社設立 当社取締役就任
2006年１月 当社代表取締役就任
2007年３月 当社代表取締役社長就任
2015年10月 当社代表取締役就任

2017年１月 株式会社フィル・コンストラクション取締役就
任

2017年２月 当社取締役就任（2018年２月退任）
2020年２月 ファルス株式会社設立 同社代表取締役就任

（現任）
2023年２月 当社取締役就任
2023年12月 当社代表取締役会長就任（現任）

重要な兼職の状況
ファルス株式会社代表取締役
取締役候補者とした理由
髙橋伸彰氏は、当社の創業メンバーとして創業時から経営理念と経営の基盤をつくり、2023年12月からは代表取締役会長として、当
社グループのガバナンス体制の強化及び経営改革を推進してまいりました。また、当社以外でも投資家及び経営者としてハンズオンで
企業の成長及びガバナンス体制の構築について豊富な経験を有しております。今後も当社の持続的な成長と企業価値の向上の実現のた
めに欠かせない人材であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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再 任候補者
番 号 ２

か ね こ ま り

金子 麻理 （生年月日：1962年８月23日）

所有する当社株式の数 取締役在任期間 取締役会への出席状況
15,000株 ２年（本総会終結時） 22回／22回（100％）
略歴、地位及び担当
1986年４月 日本ＩＢＭ株式会社入社
2002年３月 一橋大学大学院商学部経営学科修士課程修了
2006年８月 米国公認会計士登録
2006年９月 Fujita Rashi USA Corp.入社

同社会計担当責任者
2008年６月 Beni LLC設立 代表就任
2014年１月 当社入社
2014年２月 当社常勤監査役就任
2014年３月 株式会社フィル・コンストラクション監査役就

任
2019年１月 株式会社プレミアムガレージハウス監査役就任
2022年２月 当社取締役（常勤監査等委員）就任

2022年６月 株式会社モリタホールディングス社外監査役就
任（現任）

2023年２月 当社代表取締役社長就任（現任）
2023年11月 株式会社プレミアムガレージハウス代表取締役

就任（現任）
株式会社フィルまちづくりファンディング代表
取締役就任（現任）
株式会社フィル事業承継・地域活性化プロジェ
クト代表取締役就任（現任）
株式会社フィル・コンストラクション取締役就
任（現任）

重要な兼職の状況
株式会社フィル・コンストラクション取締役
株式会社プレミアムガレージハウス代表取締役
株式会社フィルまちづくりファンディング代表取締役
株式会社フィル事業承継・地域活性化プロジェクト代表取締役
株式会社モリタホールディングス社外監査役

取締役候補者とした理由

金子麻理氏は、当社の代表取締役社長として、当社グループ全体の意思決定においてリーダーシップを発揮してまいりました。また、
海外における企業経営の経験から経営者としての豊富な経験と高い見識も有しております。今後も当社の持続的な成長と企業価値の向
上の実現のために欠かせない人材であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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再 任
社 外
独 立

候補者
番 号 ３

や な さ わ だ い す け

柳澤 大輔 （生年月日：1974年２月19日）

所有する当社株式の数 社外取締役在任期間 取締役会への出席状況
0株 １年（本総会終結時） 14回／14回（100％）
略歴、地位及び担当
1996年４月 株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメ

ント入社
1998年８月 合資会社カヤック設立 無限責任社員
2005年１月 株式会社カヤック設立 代表取締役就任（現任）
2015年９月 株式会社テー・オー・ダブリュー社外取締役就

任（現任）
2015年11月 株式会社プラコレ取締役就任（現任）

2017年５月 稲村ガ崎三丁目不動産株式会社（現 鎌倉R不動
産株式会社）取締役就任（現任）

2019年10月 INCLUSIVE株式会社社外取締役就任（現任）
2021年５月 株式会社カヤックゼロ代表取締役就任（現任）
2022年11月 株式会社リビングハウス社外取締役就任（現任）
2023年２月 当社社外取締役就任（現任）

重要な兼職の状況
株式会社カヤック代表取締役
株式会社テー・オー・ダブリュー社外取締役
株式会社プラコレ取締役
鎌倉R不動産株式会社取締役
INCLUSIVE株式会社社外取締役
株式会社カヤックゼロ代表取締役
株式会社リビングハウス社外取締役
社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
柳澤大輔氏は、上場企業の創業者兼現経営者として豊富な経験と高い見識を有しております。その豊富な経験と幅広い見識をもとに、
当社経営に対する助言や指導、客観的な視点での適切な監督により、当社の経営体制の強化を期待できることから、引き続き社外取締
役候補者といたしました。

2024年01月23日 14時29分 $FOLDER; 9ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



9

再 任
社 外
独 立

新 任
社 外
独 立

新 任
社 外
独 立

第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますの

で、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番号 氏名 現在の当社における地位・担当 取締役会／監査等委員会

への出席状況

1 まつ もと なお と
松 本 直 人 社外取締役（監査等委員） 取締役会

監査等委員会
100％
100％

（14回中14回)
（10回中10回)

2 かわ なか こう へい
川 中 浩 平 ― 取締役会

監査等委員会
―
―

―
―

3 や もと ひろ のり

矢 本 浩 教 ― 取締役会
監査等委員会

―
―

―
―

（注）1．各取締役候補者と当社の間には特別の利害関係はありません。
2．各取締役候補者は、監査等委員である社外取締役候補者であります。
3．当社は、松本直人氏との間に会社法第427条第１項の規定に基づき同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する責任限定

契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令で定める額となっております。松本直人氏の監査等
委員である取締役選任が承認された場合、当社は同氏との間の責任限定契約を継続する予定であります。また、川中浩平氏
及び矢本浩教氏の監査等委員である取締役選任が承認された場合、両氏との間で、同様の責任限定契約を締結する予定であ
ります。

4．当社は、松本直人氏を東京証券取引所の有価証券上場規程に定める独立役員として同取引所に届け出ております。川中浩平
氏及び矢本浩教氏が社外取締役に就任した場合、両氏を独立役員に指定する予定であります。

5．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、被保険者である
取締役がその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずる損害を当該保険
契約により填補することとしております。なお、各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者となり、任
期途中に当該保険契約を更新する予定であります。
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再 任
社 外
独 立

候補者
番 号 １

ま つ も と な お と

松本 直人 （生年月日：1980年３月23日）

所有する当社株式の数 社外取締役（監査等委員）在任期間 取締役会への出席状況 監査等委員会への出席状況
2,900株 １年（本総会終結時） 14回／14回（100％） 10回／10回（100％）
略歴、地位及び担当
2002年４月 フューチャーベンチャーキャピタル株式会社入

社
2016年１月 同社代表取締役就任
2017年６月 株式会社デジアラホールディングス社外取締役

就任（現任）
2022年７月 株式会社ABAKAM代表取締役就任（現任）
2022年８月 株式会社神戸大学キャピタル取締役就任（現任）

2022年９月 株式会社スマートバリュー社外取締役（指名委
員及び報酬委員）就任（現任）

2023年２月 当社社外取締役（監査等委員）就任（現任）
2023年３月 株式会社Kips取締役就任（現任）
2023年６月 株式会社ココペリ社外取締役就任（現任）

重要な兼職の状況
株式会社デジアラホールディングス社外取締役
株式会社ABAKAM代表取締役
株式会社神戸大学キャピタル取締役
株式会社スマートバリュー社外取締役（指名委員及び報酬委員）
株式会社Kips取締役
株式会社ココペリ社外取締役

監査等委員である社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要

松本直人氏は、上場企業の経営者として豊富な経験と高い見識を有しており、その経歴を通じて培われた幅広い見識を当社の経営の監
督に活かし、独立した立場から、取締役会の意思決定機能及び監査・監督機能の強化が期待できるため、引き続き監査等委員である社
外取締役候補者として適任と判断しております。
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新 任
社 外
独 立

候補者
番 号 ２

か わ な か こ う へ い

川中 浩平 （生年月日：1977年12月7日）

所有する当社株式の数
0株
略歴、地位及び担当
2006年10月 弁護士登録

モリソン・フォースター法律事務所
（旧 伊藤見富法律事務所）入所

2010年 7 月 財務省関東財務局（法務監査官、特定任期付職
員）入所

2014年９月 一般社団法人神奈川ニュービジネス協議会監事
就任(現任)

2015年 4 月 ユナイト法律会計事務所設立
代表パートナー就任(現任)

2017年３月 SAMURAI証券株式会社監査役就任(現任)
2017年８月 Holoeyes株式会社監査役就任(現任)

e-Netホールディングス株式会社監査役就任(現
任)

2017年９月 ファンズ株式会社社外取締役就任(現任)

2017年９月 弁護士法人ユナイト法律会計事務所設立
代表社員就任(現任)

2017年10月 WealthPark Alternative Investments 株式会
社監査役就任(現任)

2018年７月 一般社団法人日本クラウドファンディング協会
監事就任(現任)

2019年４月 e-Net少額短期保険株式会社監査役就任(現任)
2019年６月 株式会社IACEトラベル社外取締役就任(現任)
2021年１月 ファルス株式会社監査役就任(現任)
2021年８月 LAETOLI株式会社社外取締役就任(現任)
2021年10月 株式会社三豊不動産監査役就任(現任)
2022年２月 株式会社リヴ社外取締役就任(現任)
2023年７月 株式会社こむぎの監査役就任(現任)

重要な兼職の状況
ユナイト法律会計事務所代表パートナー、 弁護士法人ユナイト法律会計事務所代表社員
ファンズ株式会社社外取締役、株式会社IACEトラベル社外取締役
LAETOLI株式会社社外取締役、 株式会社リヴ社外取締役
一般社団法人神奈川ニュービジネス協議会監事、 一般社団法人日本クラウドファンディング協会監事
SAMURAI証券株式会社監査役、 Holoeyes株式会社監査役、 e-Netホールディングス株式会社監査役
WealthPark Alternative Investments株式会社監査役、 e-Net少額短期保険株式会社監査役
ファルス株式会社監査役、 株式会社三豊不動産監査役、 株式会社こむぎの監査役

監査等委員である社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
川中浩平氏は、弁護士として職務を通じて培われた法律・コンプライアンス等に関する専門的な知識及び豊富な経験を有しておりま
す。豊富な経験等に基づいた経営の監督とチェック機能を期待できる人材であると判断し、監査等委員である社外取締役候補者といた
しました。
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新 任
社 外
独 立

候補者
番 号 ３

や も と ひ ろ の り

矢本 浩教 （生年月日：1978年１月24日）

所有する当社株式の数
0株
略歴、地位及び担当
2002年10月 監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トーマ

ツ）入所
2006年７月 公認会計士登録
2006年９月 税理士登録
2011年10月 矢本公認会計士事務所入所（現任）
2012年６月 清友監査法人代表社員就任（現任）
2013年６月 公認会計士協会近畿会

監査会計委員会副委員長・会報部副部長

2016年６月 公認会計士協会近畿会 公益法人小委員会委員長
2018年５月 一般社団法人SDGs推進士業協会 社員・理事
2019年６月 公認会計士協会近畿会 会員業務推進部長
2022年３月 アミタホールディングス株式会社社外監査役就

任（現任）

重要な兼職の状況
矢本公認会計士事務所
清友監査法人 代表社員
アミタホールディングス株式会社 社外監査役

監査等委員である社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
矢本浩教氏は、公認会計士及び税理士として実務経験があり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。その豊富な経
験等に基づいた経営の監督とチェック機能を期待できる人材であると判断し、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。
なお、同氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、上記により、監査等委員である社外取締役としての職務を適切に遂行
することができるものと判断しております。
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社 外
独 立

社 外
独 立

社 外
独 立

社 外
独 立

（ご参考）
本定時株主総会において、第１号議案及び第２号議案を原案どおりご承認いただいた場合の

取締役会の構成及び各取締役が有する知識・経験・能力は、以下のとおりとなります。

氏名 当社における
地位

各取締役が有する知識・経験・能力

企業経営 財務・会計
M&A

法務・リスク
ガバナンス

事業戦略
マーケティング IT グローバル ESG

サステナビリティ

髙 橋 伸 彰 代表取締役会長 〇 〇 〇 〇 〇

金 子 麻 理 代表取締役社長 〇 〇 〇 〇 〇

柳 澤 大 輔 取締役 〇 〇 〇 〇

松 本 直 人 取締役
（監査等委員） 〇 〇 〇 〇

川 中 浩 平 取締役
（監査等委員） 〇 〇 〇 〇

矢 本 浩 教 取締役
（監査等委員） 〇 〇 〇 〇

以上
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売上高 （単位：百万円）

2020/11 2021/11 2022/11

130

営業利益 （単位：百万円）

2020/11 2021/11 2022/11

19

親会社株主に帰属する当期純利益（単位：百万円）

2020/11 2021/11 2022/11

3,970

2023/11 2023/11 2023/11

5,432 724 407
4,378

169 142

5,963

214
38

1. 当社グループの現況に関する事項

1 財産及び損益の状況

区 分 第16期
（2020年11月期）

第17期
（2021年11月期）

第18期
（2022年11月期）

第19期（当連結会計年度)
（2023年11月期）

売上高 3,970,760千円 5,432,354千円 4,378,593千円 5,963,519千円

営業利益 130,256千円 724,912千円 169,840千円 214,815千円

経常利益 98,192千円 713,276千円 200,100千円 135,816千円

親会社株主に帰属する
当期純利益 19,660千円 407,470千円 142,103千円 38,035千円

１株当たり当期純利益 3.42円 72.25円 27.22円 7.16円

総資産額 5,149,302千円 5,450,312千円 4,750,048千円 5,450,775千円

純資産額 2,854,840千円 2,774,114千円 2,443,735千円 2,730,465千円

１株当たり純資産額 497.97円 498.05円 474.30円 507.74円
（注）1．単位未満を切り捨てにより表示しております。

2．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
3．１株当たり純資産額は期末発行済株式総数に基づき算出しております。
4．第18期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しており、第18期以降の財

産及び損益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数値を記載しております。
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2 当連結会計年度の事業の状況
(1) 主要な事業内容（2023年11月30日現在）

当社グループは、「まちのスキマを「創造」で満たす」をパーパスとして掲げ、土地オーナー・入居者・地
域にとって三方良しとなる企画である、「空中店舗フィル・パーク」等、空間ソリューション事業を展開して
おります。駐車場の上空や駅から離れた郊外などの未活性空間に「空中店舗フィル・パーク」やガレージ付賃
貸住宅「プレミアムガレージハウス」を企画・提供し、その場所の需要に応じた空間の活性化を推進しており
ます。

(2) 事業の経過及びその成果
当連結会計年度（2022年12月１日から2023年11月30日まで）における我が国経済は、新型コロナウイル

ス感染症の５類移行に伴う各種制限緩和により、社会活動や消費行動が活発化し、国内経済は緩やかな回復基
調となっております。一方で、ロシア・ウクライナ情勢の長期化に伴う資源・エネルギー及び原材料価格の高
騰、インフレ抑制を見据えた世界的な金融引締め、円安の進行など、依然として景気の先行きは不透明な状態
が続いております。
このような状況の中、当社グループは「まちのスキマを「創造」で満たす」をパーパスとして掲げ、土地オ

ーナー・入居者・地域にとって三方良しとなる企画である「空中店舗フィル・パーク」及びガレージ付賃貸住
宅「プレミアムガレージハウス」を事業展開してまいりました。土地オーナーに土地活用商品の企画提案をす
る「請負受注スキーム（既存土地オーナー向けサービス）」と、不動産投資家に当社が土地を購入し土地活用
商品の開発から販売までを行う「開発販売スキーム（不動産投資家向けサービス）」の両スキームでソリュー
ションサービスを提供しております。

＜経営成績＞
当連結会計年度の経営成績は、売上高5,963,519千円（前年同期比36.2%増）、売上総利益1,436,662千円

（前年同期比39.7%増）、営業利益214,815千円（前年同期比26.5%増）、経常利益135,816千円（前年同期比
32.1%減）、親会社株主に帰属する当期純利益38,035千円（前年同期比73.2%減）となりました。

・請負受注スキームにおける受注高が前期比約1.5倍に増加し過去最高水準まで回復
当連結会計年度における「請負受注スキーム」の請負受注件数は29件、受注高は4,023,232千円（前年同

期は2,734,241千円）となりました。内訳は、空中店舗フィル・パークの請負受注件数が11件、受注高が
2,872,141千円（前年同期は1,632,649千円）、プレミアムガレージハウスの請負受注件数が18件、受注高が
1,151,091千円（前年同期は1,101,591千円）となっております。
請負受注件数は前期より横ばいとなったものの、受注高は前期よりおよそ1.5倍に増加し、コロナ禍以前の

過去最高業績を達成した2019年11月期以来となる40億円まで回復しました。特に下期は第３四半期連結会計
期間、第４四半期連結会計期間と続けて四半期における受注高が10億円を超え、ともに同四半期としては過去
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最高の受注高となっております。空中店舗フィル・パーク、プレミアムガレージハウスともに下期は上期より
受注高、受注件数を伸ばしており、受注状況は着実に回復しつつあります。
受注状況が回復した要因として、「請負受注スキーム」における営業プロセス及び組織体制の見直しを図っ

たことで、以前より安定的に受注を重ねることが可能となりました。また営業主要KPI数値（問合数、提案数）
も着実に数値を伸ばしており、引き続き安定的な受注獲得を目指し、組織体制の強化に努めてまいります。

また当連結会計年度における「開発販売スキーム」の販売引渡件数は７件、開発用地取得契約件数は５件と
なりました。これにより、当連結会計年度末時点の開発プロジェクト残件数は４件、将来の売上原価見込金額
となる開発プロジェクト残高は計2,903,515千円（前期比169.7%増）となっております。
引き続き積極的に開発用地の取得を行うとともに、下期偏重になりやすい販売活動においても、通年で継続

的に実施することで開発販売における売上高のボラティリティの平準化を図れるよう努めてまいります。

当連結会計年度の「請負受注スキーム」並びに「開発販売スキーム」における、竣工引渡件数及び販売引渡
件数は、下表のとおりとなります。

「請負受注スキーム」

竣工引渡件数 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計

2023年11月期 10件 ８件 ５件 ６件 29件
2022年11月期 ３件 ４件 ８件 ７件 22件

「開発販売スキーム」
販売引渡件数 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計

2023年11月期

土地のみ ０件 ０件 ０件 ２件 ２件

土地建物 ０件 １件 １件 ３件 ５件

合計 ０件 １件 １件 ５件 ７件

2022年11月期

土地のみ ０件 ０件 ０件 ２件 ２件

土地建物 ０件 ０件 ０件 ２件 ２件

合計 ０件 ０件 ０件 ４件 ４件
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次に、当連結会計年度の営業状況及び成長力・成長性を表す指標である「請負受注スキーム」における受注
高、受注件数及び受注残高の状況につきましては、下表のとおりとなります。

「請負受注スキーム」

受注高※１
第１四半期 第２四半期 第３四半期

件数 金額(千円) 件数 金額(千円) 件数 金額(千円)

2023年11月期

空中店舗フィル・パ
ーク ２件 613,386 ２件 249,548 ３件 758,754

プレミアムガレージ
ハウス １件 64,400 ２件 116,536 ６件 358,894

合計 ３件 677,786 ４件 366,085 ９件 1,117,648

2022年11月期

空中店舗フィル・パ
ーク ３件 320,159 ２件 346,374 ３件 443,234

プレミアムガレージ
ハウス ２件 193,510 ８件 474,713 ２件 158,890

合計 ５件 513,669 10件 821,087 ５件 602,125

受注高※１
第４四半期 第１四半期～第４四半期合計

件数 金額(千円) 件数 金額(千円) 前年同期比

2023年11月期

空中店舗フィル・パ
ーク 4件 1,250,451 11件 2,872,141 175.9％

プレミアムガレージ
ハウス 9件 611,260 18件 1,151,091 104.5％

合計 13件 1,861,712 29件 4,023,232 147.1％

2022年11月期

空中店舗フィル・パ
ーク 5件 522,881 13件 1,632,649 96.4％

プレミアムガレージ
ハウス 4件 274,477 16件 1,101,591 81.0％

合計 9件 797,359 29件 2,734,241 89.5％

※１ 受注高とは、連結会計期間において新規受注した工事やプロジェクトの合計（売価ベース）となり
ます。
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期末時点受注残高※２ 金額(千円) 前年同期比

2023年11月期 期末時点 2,863,962 152.0％

2022年11月期 期末時点 1,884,005 72.8％
※２ 期末時点受注残高とは、期末時点において売上に計上されていない工事やプロジェクトの受注高の

残高合計であり、将来の売上見込金額となります。

また、土地の購入及び土地活用商品の開発から販売までを行う取り組みである「開発販売スキーム」におけ
る、当連結会計年度の開発状況を表す指標である開発プロジェクト残高及び用地取得契約件数の状況につきま
しては、下表のとおりとなります。

「開発販売スキーム」
開発プロジェクト残高※３ 件数 金額(千円) 前年同期比

2023年11月期 期末時点 4件 2,903,515 169.7％

2022年11月期 期末時点 ７件 1,711,451 424.3％
※３ 開発プロジェクト残高とは、用地取得契約後にプロジェクトを開始した土地活用商品の、期末時点

における土地及び建物の完成にかかる見込額の合計であり、将来の売上原価見込金額となります。

用地取得契約件数 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計

2023年11月期 １件 １件 ２件 １件 ５件
2022年11月期 ５件 ２件 ２件 １件 10件

(3) 設備投資の状況
当連結会計年度の設備投資等の総額は、178,634千円であります。その主な内容は、本社移転に伴う設備の新

設であります。

(4) 資金調達の状況
当社は、当連結会計年度において「開発販売スキーム」における販売用不動産（神奈川県鎌倉市の物件）の土

地仕入資金として株式会社三菱UFJ銀行及び株式会社三井住友銀行から総額で875百万円の調達を行いました。
また、当社は、2023年２月14日開催の取締役会決議に基づき、2023年３月７日付で、ONGAESHIキャピタ

ル投資事業有限責任組合１号及び株式会社カヤックを引受先とした第三者割当による自己株式の処分を行い、総
額で249百万円の調達を行いました。
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3 対処すべき課題
当社グループは、「まちのスキマを「創造」で満たす」をパーパスとして掲げ、地主・入居者・地域にとって

三方良しとなる「空中店舗フィル・パーク」及びガレージ付賃貸住宅「プレミアムガレージハウス」を事業展開
しております。
この度、前中期経営計画に代わる2026年11月期を最終年度とする中期経営計画を新たに策定し、計画期間の

３ヶ年を中長期にわたり持続的な成長を遂げるための「第三創業期」と位置づけ、さらなる飛躍への基盤を構築
するため、経営改革を実施してまいります。
当社グループの持続的な成長のためには、以下の経営課題を解決していかなければならないと認識していま

す。

(1) デジタルを活用した事業プロセス改革による既存事業のスケール化
当社グループの提供価値である「オーダーメイドのまちづくり」をさらにスケール化させるため、デジタルを

活用した事業プロセスの改革を進め、事業プロセスの再現性と生産性を高めることで早期の事業成長を目指して
まいります。
既に開発・運用済みの社内営業プラットフォームを用いて精度の高い進捗管理を行うことにより、実績に応じ

た意思決定と戦略・戦術の立案をサポートし、定めた戦略の実行・検証までのサイクルを組織として回していく
ことで案件獲得の精度を向上させ、既存事業である「空中店舗フィル・パーク」及び「プレミアムガレージハウ
ス」のスケール化を図ります。
また、これまでは都度対応となっていた建物竣工後の物件管理については、PM事業として事業化し、土地オ

ーナー様に対する提供価値の最大化、リピート率の向上を図ります。

(2) パーパス・ビジョン・バリューの実現、中期経営計画を達成するための組織改革
持続的な企業価値の向上には、引き続き組織及び人材の開発が重要な課題であると認識しています。
組織開発においては、策定したパーパス・ビジョン・バリューを企業文化として定着させることに加えて、事

業拡大に必要な機能から逆算した組織開発を行ってまいります。
人材開発においては、新たに人事制度と目標管理制度を導入し、組織としてキャリアマネジメント及びパフォ

ーマンスマネジメントを行うことで、自発的、自律的な人材開発を推進してまいります。
引き続きパーパス・ビジョン・バリューの実現、新中期経営計画の達成を支える組織基盤の構築を図ってまい

ります。

2024年01月23日 14時29分 $FOLDER; 20ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



20

(3) 持続的成長の実現に向けた事業ポートフォリオの変革
中長期においてパーパス・ビジョンを具現化し、持続的な成長を実現するため、事業ポートフォリオの変革が

重要な課題であると認識しています。引き続き新規事業への投資を継続し、新たな成長領域へ挑戦することで、
事業ポートフォリオの変革を行ってまいります。
新たな成長領域として、パーパスである「まちのスキマを「創造」で満たす」の実現に向けたハード、ソフ

ト、テックそれぞれの面からの事業開発を推進してまいります。
また、引き続きM&A・アライアンスによる外部経営資源を活用したビジネス機会の獲得やイノベーションの

創出についてもチャンスを伺ってまいります。

(4) 建物の省エネルギー化、GHG排出量削減に向けた取り組み、エネルギー関連投資の推進
地球規模での脱炭素社会への移行に伴い、国内では建物の省エネルギー化に関する法整備が進んでおり、同時

に企業活動におけるGHG排出量削減も求められています。このような社会課題について、当社事業の成長におけ
る機会と捉え、ZEBやZEHなどの研究開発を推進することで環境に対応した商材へのシフトを図り、企業価値向
上と社会課題の解決の両立を目指してまいります。
また、TCFD開示やCDP回答などを通してステークホルダーの皆様への情報開示を積極的に進めていく方針で

す。

(5) ガバナンス体制の強化
持続的な企業価値向上とガバナンス体制の強化を高次に両立させることが重要な課題であると認識していま

す。当社グループでは取締役会を構成するメンバーの過半数を独立社外取締役とすることで、独立した立場から
の監督機能が有効に働き、少数株主の利益も重視した公正な意思決定を可能とするガバナンス体制を構築しま
す。そして、多様な価値観と知見を取り入れるために、様々な業界の経営者・投資家・専門家を取締役候補者と
し、取締役会を多角的に活性化する方針です。加えて、大株主である創業メンバーも取締役候補者とすること
で、株主目線でのガバナンスにおいても強化し、株主価値向上につながる経営判断に寄与させてまいります。
また、2023年10月に公表した連結子会社における債権の取立不能又は遅延に伴う貸倒引当金の計上におい

て、投融資管理体制におけるガバナンスが不十分であったことが表面化しました。これに伴い、同じく2023年
10月に連結子会社における投融資管理体制及び資本構成、経営管理体制を見直し、ガバナンス体制の強化を図っ
ております。
引き続きガバナンスの強化に努め、これまで以上に健全な企業価値向上を重視することで、ステークホルダー

の皆様の期待に応え続けてまいります。
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4 重要な子会社の状況

会社名 資本金 当社の
出資比率 主要な事業内容

株式会社フィル・コンストラクション 20,000千円 100％ 空中店舗フィル・パークの建築

株式会社プレミアムガレージハウス 35,100千円 100％ ガレージ付賃貸住宅の企画提案

5 主要な事業所（2023年11月30日現在）

本社 東京都中央区築地三丁目１番12号

6 従業員の状況（2023年11月30日現在）

従業員区分（連結）

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

69名 17名増 38.8歳 2.8年

従業員区分（個別）

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

54名 12名増 34.3歳 2.3年

7 主要な借入先及び借入金額（2023年11月30日現在）

主要な借入先及び借入金額は下記のとおりです。

借入先 借入額

株式会社三菱UFJ銀行 517,858千円

株式会社三井住友銀行 437,500千円

株式会社りそな銀行 100,000千円

株式会社横浜銀行 82,560千円

株式会社東日本銀行 66,660千円

（注）当社は、「開発販売スキーム」における土地仕入資金の機動的な調達を行うため、株式会社みずほ銀行と特別当座貸越契約（借
入極度額1,000百万円）を締結しております。なお、当連結会計年度末における各契約の借入実行残高はありません。
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2. 株式に関する事項（2023年11月30日現在）

(1) 発行可能株式総数 17,100,000株

(2) 発行済株式の総数 5,778,000株（自己株式372,680株を含む）

(3) 株主数 3,411名

(4) 大株主（上位10名）

株主名
当社への出資状況

持株数 持株比率
千株 ％

髙 橋 伸 彰 662 12.25
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 531 9.83
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 416 7.71
合同会社NOB 352 6.51
日本郵政キャピタル株式会社 280 5.18
能 美 裕 一 195 3.61
ONGAESHIキャピタル投資事業有限責任組合１号 182 3.37
髙 野 隆 140 2.60
上田八木短資株式会社 134 2.48
KIA FUND 136 64 1.19

（注）1．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
2．持株比率は、小数点以下第３位を四捨五入して表示しております。
3．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。また、自己株式は大株主から除外しております。
4．自己株式には、役員向け株式給付信託及び従業員向け株式給付信託の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託口）

が所有する当社株式35,500株を含めておりません。
5．株式会社日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数531千株のうち450千株については、委託者兼受益者を髙橋伸彰氏、

受託者を三井住友信託銀行株式会社とする担保株式管理処分信託契約にかかるものです。また、髙橋伸彰氏及び合同会社
NOBは所有株式を共同保有しているため、髙橋伸彰氏の実質の所有株式数は1,464,300株、その割合は27.09%となります。

(5) その他株式に関する重要な事項
当社は、2023年２月14日開催の取締役会決議に基づき、2023年３月７日付で、ONGAESHIキャピタル投資

事業有限責任組合１号及び株式会社カヤックを引受先とした第三者割当による自己株式227,800株の処分を行っ
ております。
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3. 新株予約権等に関する事項

当事業年度末日における新株予約権の状況

(1) 新株予約権の数 7,580個

(2) 目的となる株式の種類及び数 普通株式 873,000株

(3) 当社取締役、その他の役員の保有する新株予約権の区分別合計

回次（行使価額） 行使期間 個数 目的となる株式
の種類及び数 保有者数

取締役(監査等委
員及び社外取締役
を除く。)

第９回（1株につき1,685円) 2019年２月１日～
2027年１月31日 50個 普通株式

10,000株 １名

第10回（1株につき4,505円）2020年２月１日～
2027年12月28日 30個 普通株式

3,000株 １名

取締役
(監査等委員) 第９回（1株につき1,685円） 2019年２月１日～

2027年１月31日 15個 普通株式
3,000株 １名

（注）当社は、2017年４月15日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、第９回新株予約権の行
使価額及び目的となる株式の数が調整されております。
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社 外

社 外
独 立

社 外
独 立

社 外
独 立

4. 会社役員に関する事項
1 取締役の氏名等（2023年11月30日現在）

地位及び担当 氏名 重要な兼職の状況 所有する
当社株式の数

代表取締役社長 金 子 麻 理

株式会社フィル・コンストラクション取締役
株式会社プレミアムガレージハウス代表取締役
株式会社フィルまちづくりファンディング代表取締
役
株式会社フィル事業承継・地域活性化プロジェクト
代表取締役
株式会社モリタホールディングス社外監査役

15,000株

取締役 髙 橋 伸 彰 ファルス株式会社代表取締役 1,464,300株

取締役 柳 澤 大 輔

株式会社カヤック代表取締役
株式会社テー・オー・ダブリュー社外取締役
株式会社プラコレ取締役
鎌倉R不動産株式会社取締役
INCLUSIVE株式会社社外取締役
株式会社カヤックゼロ代表取締役
株式会社リビングハウス社外取締役

0株

取締役
監査等委員 川 野 恭 ルース総合会計事務所代表

株式会社ルース・コンサルティング代表取締役 23,000株

取締役
監査等委員 松 本 直 人

株式会社デジアラホールディングス社外取締役
株式会社ABAKAM代表取締役
株式会社神戸大学キャピタル取締役
株式会社スマートバリュー社外取締役（指名委員及
び報酬委員）
株式会社Kips取締役
株式会社ココペリ社外取締役

2,900株

取締役
監査等委員 佐 藤 孝 幸

佐藤経営法律事務所代表
AI inside株式会社社外取締役(監査等委員)
Zenken株式会社社外監査役
株式会社TORICO社外監査役

0株

（注）1．柳澤大輔氏、川野恭氏、松本直人氏及び佐藤孝幸氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
2．監査等委員会の全員が社外取締役であり、かつ、独立役員として届出し、社外取締役として独立性を重視していること、取

締役と活発な意見交換ができていることから、常勤の監査等委員を選定しておりません。
3．監査等委員川野恭氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計、税務、不動産に関する相当程度の知見を有しておりま

す。
4．当社は、川野恭氏、松本直人氏及び佐藤孝幸氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出

ております。
5．2023年２月21日開催の第18期定時株主総会において、髙橋伸彰氏、柳澤大輔氏及び松本直人氏が取締役に新たに選任され、

就任いたしました。
6．佐藤孝幸氏は、2023年２月21日開催の第18期定時株主総会終結の時をもって、任期満了により取締役を退任し、取締役監
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査等委員に就任いたしました。髙野隆氏、肥塚昌隆氏、西村洋介氏、小豆澤信也氏、福嶋宏聡氏、吉水将浩氏及び大津武氏
は、2023年２月21日開催の第18期定時株主総会終結の時をもって、任期満了により取締役を退任いたしました。

7．金子麻理氏は、2023年２月21日開催の第18期定時株主総会終結の時をもって、辞任により取締役監査等委員を退任し、取
締役に就任いたしました。西野比呂子氏は、2023年２月21日開催の第18期定時株主総会終結の時をもって、辞任により取
締役監査等委員を退任いたしました。

８．当事業年度中に辞任した取締役
2023年10月31日をもって、取締役能美裕一氏は辞任により退任いたしました。なお、退任時における重要な兼職は、株式
会社プレミアムガレージハウス代表取締役、株式会社フィルまちづくりファンディング取締役、株式会社フィル事業承継・
地域活性化プロジェクト代表取締役でありました。

９．髙橋伸彰氏は、2023年12月1日付で代表取締役会長に就任しております。
10．取締役を兼務しない執行役員は次のとおりであります。

役名 氏名 職名

執行役員 肥塚 昌隆 企画開発本部長

執行役員 小豆澤 信也 戦略事業本部長

執行役員 福嶋 宏聡 企画開発本部 部長

執行役員 吉水 将浩 人事本部長

執行役員 竹内 剛史 経営管理本部長
11．外山晋吾氏が2023年12月に執行役員副社長に就任しております。

2 当事業年度に係る取締役の報酬等
(1) 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
当社の取締役（監査等委員を除く。）の報酬は、毎月定額にて支給される基本報酬（固定報酬）、業績に連動し

て支給する賞与（業績連動報酬）、及び業績連動型株式報酬によって構成され、当社グループの経営戦略・事業
環境、職責及び業績連動報酬における目標達成の難易度等を踏まえ、他の上場企業群の水準動向等を参考に、中
長期的な企業価値・株主価値の向上を重視し、業績向上に対するインセンティブとして有効に機能するように設
定しております。
当該方針については、取締役会の任意の諮問委員会である指名・報酬委員会（独立社外取締役が委員の過半数

を占め、かつ独立社外取締役が委員長を務める。）での審議を経て、取締役会で決定します。
当事業年度の取締役（監査等委員を除く。）の報酬等の内容につきましては、任意の指名・報酬委員会が原案

について決定方針との整合性を含めた多角的な検討を行っていることから、取締役会は、その内容が当該方針に
沿うものであると判断しております。
当社の取締役（監査等委員）の報酬は、法令等に定める監査機能を十分に果たすために必要な報酬額を株主総

会において承認された報酬限度額の範囲内で取締役（監査等委員）の協議により決定しております。
①基本報酬（固定報酬）
各取締役の職位や職務執行に対する評価、業績等を総合的に勘案して決定しております。

②賞与（業績連動報酬）
定量評価によって賞与の支給額を決定しております。定量評価は、連結売上高成長率及び株価成長率を複合

2024年01月23日 14時29分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



26

して業績連動評価係数を決定し、これを役位別の基準額（月額固定報酬額）に乗じて業績連動賞与の支給額を
決定しております。賞与（業績連動報酬）に係る指標として連結売上高成長率を選択した理由は、中期経営計
画との連動性の高い指標であるためです。株価成長率を選択した理由は、株主との一層の価値共有を図るため
です。連結売上高成長率は、2022年11月期の連結売上高4,378百万円に対し、当連結会計年度の連結売上高
5,963百万円の実績となり、前期比136.2%となりました。株価成長率は2022年11月期第４四半期連結会計
期間の株価に対し、前年同期比56.0％となりました。当連結会計年度の賞与は、取締役の辞退により不支給と
なっております。
③業績連動型株式報酬
当社は、非金銭報酬等として、株式給付信託を利用した業績連動型株式報酬制度を導入しております。株式

給付信託を利用した株式報酬の交付株式数の算定の基礎として選定した業績指標は、連結営業利益でありま
す。また、当該業績指標を選定した理由は、当社の収益力を客観的に評価できる指標であるためです。
各取締役への交付株式数は、以下の算定方法により交付株式数が決定されます。一定の割合の交付株式は、

信託内で売却換金したうえで、株式に代わり金銭で交付いたします。
＜算定方法＞
年間付与ポイント＝役位別基本ポイント（※１）×業績連動係数（※２）
（※１）役位別基本ポイント
各事業年度の11月末における対象者の役位に応じて次のとおり決定されます。
代表取締役 2,000ポイント、取締役1,000ポイント
１ポイントあたり当社普通株式１株に換算することによって交付株式数が決定されます。
（※２）業績連動係数
本制度に係る評価指標は、各事業年度における通期決算に係る連結ベースの営業利益に対する達成率とし、

下表の値を達成度係数とします。2023年11月期における連結営業利益の目標250百万円に対し、214百万円
の実績となり、その達成率は85.6%となりました。
（表）

達成率 係数

150%以上 1.5

140%以上150%未満 1.4

130%以上140%未満 1.3

120%以上130%未満 1.2

110%以上120%未満 1.1

100%以上110%未満 1.0

100%未満 0
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(2) 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役（監査等委員を除く。）の金銭報酬限度額は、2023年2月21日開催の第18期定時株主総会において、

年額200,000千円以内（うち社外取締役分は50,000千円以内。使用人兼務取締役の使用人部分給与は含まな
い。）と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員を除く。）の員数は４名（う
ち社外取締役１名）であります。また、当該報酬とは別枠で、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役
を除く。）に対し、株式給付信託を利用した業績連動型株式報酬制度を導入しております。
取締役の業績連動型株式報酬は、2022年２月22日開催の第17期定時株主総会において、当初信託契約期間で

ある約３年間で175百万円を上限として金銭を信託に拠出し、取締役には各事業年度に関して、役員株式給付規
程に基づき役位及び業績目標の達成度等に応じて算出されたポイント（１事業年度あたり11,000ポイントを上
限とする。）に応じ、当該信託を通じて株式の交付が行われるとの内容で決議いただいております。当該定時株
主総会終結時点の取締役の員数は７名（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）であります。
取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2022年2月22日開催の定時株主総会において年額50,000千円以内と

決議いただいております。当該第17期定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員）の員数は３名であります。

(3) 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
当社においては、取締役会の任意の諮問委員会である指名・報酬委員会における審議の結果を踏まえて、株主

総会で決議された報酬総額の範囲内で、取締役会決議により取締役（監査等委員を除く。）の個人別の報酬額の
具体的内容を決定しております。

(4) 報酬等の総額

役員区分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円）
対象となる
役員の員数固定報酬 業績連動報酬 業績連動型

株式報酬

取締役(監査等委員及び
社外取締役を除く。) 70,953 70,953 ― ― ９名

取締役(監査等委員)
(社外取締役を除く。) 4,500 4,500 ― ― １名

社外取締役
(監査等委員を除く。) 6,520 6,520 ― ― ３名

社外取締役(監査等委員) 13,400 13,400 ― ― ４名
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3 社外役員に関する事項
(1) 重要な兼職先である法人等と当社との関係
・取締役柳澤大輔は、株式会社カヤック代表取締役、株式会社テー・オー・ダブリュー社外取締役、株式会社プ
ラコレ取締役、鎌倉R不動産株式会社取締役、INCLUSIVE株式会社社外取締役、株式会社カヤックゼロ代表取
締役及び株式会社リビングハウス社外取締役であります。株式会社カヤックは、当社の大株主であり、当社と
の間で資本業務提携を行っております。当社とその他の兼職先との間には特別の関係はありません。

・取締役（監査等委員）川野恭は、ルース総合会計事務所代表及び株式会社ルース・コンサルティング代表取締
役であります。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。

・取締役（監査等委員）松本直人は、株式会社デジアラホールディングス社外取締役、株式会社ABAKAM代表
取締役、株式会社神戸大学キャピタル取締役、株式会社スマートバリュー社外取締役（指名委員及び報酬委
員）、株式会社Kips取締役及び株式会社ココペリ社外取締役であります。当社と兼職先との間には特別の関係
はありません。

・取締役（監査等委員）佐藤孝幸は、佐藤経営法律事務所代表、Zenken株式会社及び株式会社TORICOの社外
監査役、並びにAI inside株式会社の社外取締役（監査等委員）であります。当社と兼職先との間には特別の
関係はありません。

(2) 当事業年度における主な活動状況

氏名 地位 出席状況 発言状況及び社外取締役が期待される
役割に関して行った職務の概要

柳 澤 大 輔 取締役 取締役会14/14回(100％)

上場企業の創業者兼現経営者としての観点から、
企業経営に関する豊富な経験と高い見識に基づき、
当社の経営全般や事業の健全性に関する意見・助
言を適宜行い、取締役会の意思決定及び適正性を
確保するための適切な役割を果たしております。

川 野 恭 取締役
(監査等委員)

取締役会22/22回(100％)
監査等委員会14/14回(100％)

当事業年度開催の取締役会、監査等委員会の全て
に出席し、必要に応じ、主に税理士としての専門
的見地から、当社経営陣の業務執行に関して適宜
発言し、当社経営の監査・監督に適切や役割を果
たしております。

松 本 直 人 取締役
(監査等委員)

取締役会14/14回(100％)
監査等委員会10/10回(100％)

上場企業の企業経営に関する豊富な経験と高い見
識に基づき、当社グループの事業活動全般に対し、
様々な角度からの意見及び提言を行っております。
また、指名・報酬委員会の委員長として、取締役
の選任に関する議案の内容や役員報酬に係る事項
等を決定しております。
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佐 藤 孝 幸 取締役
(監査等委員)

取締役会21/22回(95.5％)
監査等委員会10/10回(100％)

主に米国公認会計士及び弁護士としての専門的な
視点から、また他社での社外役員の経験に基づき、
当社経営陣の業務執行に関して適宜発言し、当社
経営の監査・監督に適切な役割を果たしておりま
す。

4 責任限定契約の内容の概要
当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、業務執行取締役等でない取締役及び監査等委員である取締役

との間において、会社法第423条第１項の規定する損害賠償責任を限定する契約を締結することができる旨を定
款に定めており、業務執行取締役等でない取締役及び監査等委員である取締役全員と当該契約を締結しておりま
す。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令で定める額としております。

5 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。

当該保険契約の被保険者は、当社及び当社子会社の会社法上の取締役、監査役及び執行役員制度上の執行役員で
あり、被保険者は保険料を負担しておりません。
被保険者が業務遂行に起因して損害賠償請求がなされたことによって被る法律上の損害賠償金及び争訟費用

は、当該保険契約により填補することとしております。当該保険契約には、被保険者の違法な私的利益供与、イ
ンサイダー取引、犯罪行為等による賠償責任は填補の対象とされない旨の免責事項が付されております。

６ 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、株主に対する利益還元を経営上の課題として認識しており、以下の株主還元方針を定めております。
・配当については、財務健全性及び成長に必要な資本を確保したうえで、安定配当に努める
・自社株買いについては、業績や事業環境、成長投資の機会を総合的に勘案し都度決定
・持続的な企業価値の向上や中長期的な株主リターンの最大化に資する還元を行う
この基本方針に基づき、当期の期末配当金につきましては、１株につき５円とさせていただきました。
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5. 会計監査人の状況
1 会計監査人の名称
有限責任監査法人トーマツ

２ 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 29,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 29,000千円

（注）1．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確
に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当該事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しておりま
す。

2．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠等が適切であるかどう
かについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

3 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の選定方針としては、品質管理体制、独立性及び専門性の有無、当社が展開する

事業分野への理解度等を総合的に勘案し、検討した結果で適否を判断しております。
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主総会

に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合、

監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。
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6. 会社の体制及び方針
1 業務の適正を確保するための体制
当社は業務の適正を確保するための体制として、取締役会において「内部統制システムの整備に関する基本方

針」を定める決議を行っております。当社では、この基本方針に基づき内部統制システムの運用を行っておりま
す。その概要は以下のとおりです。

(1) 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
当社は、当社グループの取締役、執行役員及び使用人の職務の執行が法令、定款等に適合することを確保する

ために必要な体制を次のとおり整備する。
① 当社は、当社グループの取締役及び使用人の職務の執行が、法令及び定款に適合することを確保するた

め、当社グループに適用する企業行動指針、企業倫理規程、コンプライアンス規程等を定め、職制に基づ
いてこれらの周知及び実践的運用を行う体制を構築する。

② 取締役会における取締役の職務執行の状況報告等を通じて取締役及び使用人の職務の執行が法令等に適合
していることを確認する。

③ 「リスク管理規程」に当社グループ全体のリスク管理に関する規定を定め、リスク管理に対する役職員に
対する周知徹底及び全社横断的な調査・監督指導を行う。

④ コンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンスに関わる重要決定事項の通達、実務上の課題の洗い
出し並びに問題点の検討を行うとともに、日常的な啓蒙活動等を通じて、全社的なコンプライアンス活動
を推進する。

⑤ 財務計算に関する書類その他の情報の適正を確保するため、金融商品取引法等の法令に準拠し、財務報告
に係る内部統制の整備を行う。

⑥ 役職員は、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切関係を持たず、不当な要求を受けた場
合には、警察等の外部専門機関とも連携し、毅然とした態度で臨む。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役会議事録、決議書、その他取締役の職務の執行に係る情報について、「文書管理規程」に従い、情報類

型ごとに保存期間・保存方法・保存場所を定め、文書又は電磁的記録の方法により閲覧可能な状態で、適切に管
理を行う。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 業務遂行に伴うリスクのうち当社グループの経営に重大な影響を及ぼし得る主要なリスク（知的財産権、

情報、訴訟事件等）について、「リスク管理規程」を定め、個々のリスク管理に係る体制及びこれらのリ
スクを統合し管理する体制を整備する。

② 「リスク管理規程」に有事対応体制について定め、大規模自然災害等の危機発生時における主要業務の継
続及び早期復旧の実現をはかり、かつ経営基盤の安定と健全性の確保を図る。
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(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、取締役会を月１回（定

時）開催するほか、必要に応じて臨時に開催する。
② 当社グループの取締役の職務分担及び担当部門の分掌業務並びに職務権限を適切に配分する。
③ 当社グループの重要な業務執行に関する事項について取締役間及び部長会議で協議し、取締役会の審議の

効率化及び実効性の向上を図る。

(5) 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社グループ全体のリスク管理の方針を「リスク管理規程」に定め、当社グループ全体の業務の適正を確保す

るための体制を構築するとともに、当社の内部監査部門による内部監査規程に基づく監査を実施することによ
り、当社グループの業務の適正を確保する。

(6) 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及び
その使用人の取締役からの独立性に関する事項
内部監査担当者が協力するとともに、監査業務に必要な補助すべき特定の使用人の設置が必要な場合、監査等

委員会はそれを指定できるものとする。

(7) 取締役及び使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人が当社の監査等委員会に報告をするための体制
その他監査等委員会への報告に関する体制及び報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受
けないことを確保するための体制
① 当社グループの取締役及び使用人は、監査等委員会に対して、法定の事項に加え次に定める事項を報告す

る。
a 会社経営に重大な影響を及ぼすおそれのある事項
b 内部監査状況及びリスク管理に関する重要な事項
c 重大な法令・定款違反
d その他コンプライアンス上重要な事項

当社は、当該報告を監査等委員会へ報告した者に対して、その報告を行ったことを理由として不利益な取
扱いを行うことを禁止する。

② 監査等委員は、経営会議等重要な会議に出席し、審議事項及び職務の執行状況等の報告を受ける。
③ 監査等委員会は、その職務を遂行するために必要と判断するときは、いつでも取締役及び使用人に報告を

求めることができるほか、取締役及び使用人から個別に職務執行状況を聴取することができる。
④ 監査等委員会が取締役の職務の執行に関して意見を表明し、又はその改善を勧告したときは、当該取締役

は、指摘事項への対応の進捗状況を監査等委員会に適宜報告する。
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(8) 当社の監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続その他の当該職務の執行につい
て生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
当社の監査等委員がその職務の執行につき、当社に対して費用の前払い等の請求をしたときは、当社は請求に

係る費用又は債務が当該監査等委員会の職務執行に必要でないと認められる場合を除き、速やかに当該費用又は
債務の処理を行う。

(9) その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 取締役は、監査等委員会の職務の遂行にあたり、本社各部門及び支店その他の営業所に立ち入り、重要な

取引先等の調査、又、弁護士、公認会計士等の外部専門家との連携を図れる環境の提供、その他の事項に
ついて監査等委員会が協力を求める場合は、可能な限り他の業務に優先して監査等委員会に協力する。

② 監査等委員は必要に応じて各種会議、打合せ等に出席することができる。
③ 監査等委員会は監査内容について情報交換を行うため、内部監査人及び会計監査人と連携を図る。

2 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社では上記の内部統制システムを整備しており、その基本方針に基づき、内部統制システムの運用状況につ

いて重要な不備がないかモニタリングを行っております。また、代表取締役社長の管轄下のもと、内部監査室が
「内部監査規程」に基づき当社及び子会社の業務運営及び財産管理の実態を調査し、諸法令、定款及び社内規程
への準拠性を確かめ、誤謬、漏洩、不正等の防止に役立て、経営の合理化及び能率の促進に寄与することを目的
に監査しております。また、内部監査の結果は、当社代表取締役社長及び経営管理本部と共有のうえ、各部署の
責任者に報告し、業務改善を勧告するとともに、改善状況を継続的に確認しております。
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連結貸借対照表 （2023年11月30日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 4,433,676 流 動 負 債 1,621,062

現金及び預金 2,456,383 買掛金 389,720
売掛金 65,461 短期借入金 437,500
販売用不動産 836,026 1年内返済予定の長期借入金 83,092
仕掛販売用不動産 925,864 リース債務 5,987
未成業務支出金 20,612 未払法人税等 29,758
未収還付法人税等 49,269 前受金 483,003
短期貸付金 58,500 預り金 21,104
その他 82,458 その他 170,896
貸倒引当金 △60,900

固 定 資 産 1,017,098 固 定 負 債 1,099,247
有形固定資産 504,647 長期借入金 683,986
建物及び構築物 347,123 リース債務 111,209
工具、器具及び備品 13,641 資産除去債務 112,330
リース資産 95,393 長期前受収益 27,422
土地 48,490 長期預り保証金 163,722

無形固定資産 141,881 その他 576
のれん 109,070
ソフトウエア 32,811 負 債 合 計 2,720,309

投資その他の資産 370,569 純 資 産 の 部
投資有価証券 105,869 株 主 資 本 2,726,491
長期貸付金 21,542 資本金 789,647
差入保証金 133,349 資本剰余金 789,647
破産更生債権等 23,658 利益剰余金 1,848,148
繰延税金資産 103,577 自己株式 △700,951
その他 11,273 新株予約権 3,974
貸倒引当金 △28,701 純 資 産 合 計 2,730,465

資 産 合 計 5,450,775 負 債 及 び 純 資 産 合 計 5,450,775
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連結損益計算書（2022年12月１日から2023年11月30日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 5,963,519
売 上 原 価 4,526,857

売 上 総 利 益 1,436,662
販売費及び一般管理費 1,221,847

営 業 利 益 214,815
営 業 外 収 益

受取利息 2,861
受取配当金 90
還付加算金 678
その他 179 3,808

営 業 外 費 用
支払利息 12,193
持分法による投資損失 4,452
貸倒引当金繰入額 60,900
その他 5,261 82,807
経 常 利 益 135,816
税金等調整前当期純利益 135,816
法人税、住民税及び事業税 61,091
法人税等調整額 36,785 97,876
当 期 純 利 益 37,940
非支配株主に帰属する当期純損失(△) △94

親会社株主に帰属する当期純利益 38,035
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連結株主資本等変動計算書（2022年12月１日から2023年11月30日まで）

（単位：千円）

項目
株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 789,647 789,647 1,936,076 △1,076,502 2,438,868
当期変動額
親会社株主に帰属する当期純利益 38,035 38,035
自己株式の処分 △125,654 375,551 249,896
連結子会社株式の取得による持分
の増減 △308 △308
利益剰余金から資本剰余金への
振替 125,963 △125,963 －
株主資本以外の項目の当期変動額
(純額) －

当期変動額合計 － － △87,927 375,551 287,623
当期末残高 789,647 789,647 1,848,148 △700,951 2,726,491

項目 新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 3,974 892 2,443,735
当期変動額
親会社株主に帰属する当期純利益 38,035
自己株式の処分 249,896
連結子会社株式の取得による持分
の増減 △308
利益剰余金から資本剰余金への
振替 －
株主資本以外の項目の当期変動額
(純額) △892 △892

当期変動額合計 － △892 286,730
当期末残高 3,974 － 2,730,465
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連結注記表

連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
１．連結の範囲に関する事項
(1) 連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称

すべての子会社を連結しております。
連結子会社の数 ５社
連結子会社の名称 株式会社フィル・コンストラクション

株式会社プレミアムガレージハウス
株式会社フィルまちづくりファンディング
株式会社フィル事業承継・地域活性化プロジェクト
株式会社ストラボ

株式会社ストラボは新たに設立したため、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。
(2) 主要な非連結子会社の名称等

該当事項はありません。
２．持分法の適用に関する事項
(1) 持分法を適用した非連結子会社又は関連会社の数及び主要な会社等の名称

持分法を適用した関連会社の数 ４社
会社の名称 株式会社Trophy

株式会社玉栄
株式会社Hokkaido Food Innovators
株式会社プクプク亭

株式会社Hokkaido Food Innovatorsは2022年12月23日の株式取得に伴い、株式会社プクプク亭は
2023年３月31日の株式取得に伴い、当連結会計年度より持分法適用の関連会社に含めております。

(2) 持分法を適用しない非連結子会社又は関連会社の名称等
該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券

その他有価証券
市場価格のない株式等・・・・移動平均法による原価法によっております。

② 棚卸資産
販売用不動産、仕掛販売用不動産、及び未成業務支出金・・・・個別法による原価法(貸借対照表価額
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は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)によっております。
(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、建物(建物附属設備は除く)並びに2016年４月１日以降に取得し
た建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ５～34年
工具、器具及び備品 ４～10年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
ただし、ソフトウエア(自社利用)については、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 株式給付引当金
役員株式給付規程及び従業員株式給付規程に基づく当社グループの役員及び従業員への当社株式の給
付に備えるため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。

③ 賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当期に見合う分を計上してお
ります。

(4) 重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及
び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

① 工事請負契約等
「請負受注スキーム」において、土地オーナーに土地活用商品の企画提案をしております。
これらの工事請負契約等については、履行義務の充足に従い、一定の期間にわたり収益を認識してお
ります。なお、進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくインプット法によっておりま
す。

② 販売用不動産の販売等
「開発販売スキーム」においては、不動産投資家に当社が土地を購入し土地活用商品の開発から販売
を行っております。
これらの販売において、当社は顧客との不動産売買契約書に基づき当該不動産の引渡しを行う履行義
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務を負っており、当該履行義務は、不動産を引渡した一時点で充足されるものであるため、引渡時点
において収益を認識しております。

(5) その他連結計算書類作成のための重要な事項
① のれんの償却方法及び償却期間

のれんは、９年間の定額法により償却しております。
② 繰延資産の処理方法

新株予約権発行費は、支出時に全額費用として処理しております。

会計方針の変更に関する注記
時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下
「時価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針
第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来
にわたって適用することとしております。なお、連結計算書類に与える影響はありません。

会計上の見積りに関する注記
１．繰延税金資産
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産（純額） 103,577千円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社グループは、繰延税金資産を計上するにあたり、将来の課税所得を合理的に見積り、回収可能性を
十分に検討し、回収可能見込額を計上しております。
なお、繰延税金資産の回収可能性は、将来の課税所得に依存するため、その見積りの前提とした条件や
仮定に変更が生じ、実際に発生した金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年度以降の連結計算書類
において繰延税金資産を認識する金額に重要な影響を与える可能性があります。

２．貸付金の評価
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

短期貸付金 58,500千円
上記に係る貸倒引当金 △58,500千円
長期貸付金 21,542千円
上記に係る貸倒引当金 △5,042千円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
貸付金の評価に当たっては、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額について貸倒引当金を計上し
ております。当該回収不能見込額の見積りにあたっては、各社の将来の業績及び財政状態に関する事業
計画を考慮したうえで、支払能力を総合的に判断しております。
翌連結会計年度において各社の財政状態及び経営成績が悪化し、回収可能性が十分な証拠によって裏付
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けられない場合には、貸倒引当金の計上が必要となる可能性があります。

追加情報
１．取締役に対する業績連動型株式報酬制度

当社は、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）及び執行役員（以下、取締役とあわせ
て「取締役等」という。）の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性を明確にし、取締役等が株価上昇に
よるメリットを享受するのみならず、価格下落のリスクまでも株主の皆様と共有することで、中長期的な
業績向上と企業価値増大への貢献意欲を高めることを目的として、業績連動型株式報酬制度（以下、「本制
度」という。）を導入しております。
当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実
務上の取扱い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じて、信託の資産及び負債を企業の資産
及び負債に計上する総額法を適用しております。

(1) 取引の概要
本制度は、取締役等の報酬として、当社が金銭を拠出することにより指定する信託（以下、「本信託」
という。）が当社株式を取得し、当社取締役会で定める役員株式給付規程に基づいて、各取締役等に付
与するポイント数に相当する数の当社株式及び当社株式の時価相当額の金銭（以下、あわせて「当社株
式等」という。）を本信託を通じて、各取締役等に給付する株式報酬制度です。なお、取締役等が当社
株式等の給付を受ける時期は、原則として、各事業年度の業績確定後となります。

(2) 信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自
己株式として計上しております。当連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、40,432
千円、16,400株であります。

２．従業員に信託を通じて自社の株式を交付する取引
当社は、当社及び当社グループ会社の従業員（以下、あわせて「当社グループの従業員」という。）に対す
るインセンティブ・プランの一環として、当社グループの中長期的な業績の向上及び企業価値の増大への
当社グループの従業員の貢献意欲や士気を高めることを目的として、従業員向け株式給付信託（以下、「本
制度」という。）を導入しております。

(1) 取引の概要
本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下、「本信託」という。）が当社株式を取
得し、当社取締役会で定める従業員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社グループの従業
員に対し当社株式を給付する仕組みです。
当社は、当社グループの従業員に対し、従業員株式給付規程に基づき業績達成度等に応じてポイントを
付与し、一定の条件により受給要件を満たした場合には、当該付与ポイントに相当する当社株式及び当
社株式の時価相当額の金銭を給付します。なお、本信託設定に係る金銭は全額当社が拠出するため、当
社グループの従業員の負担はありません。
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(2) 信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自
己株式として計上しております。当連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、46,104
千円、19,100株であります。

連結貸借対照表に関する注記
1. 担保に供している資産及び担保に係る債務
(1) 担保に供している資産

定 期 預 金 307,000千円
仕 掛 販 売 用 不 動 産 907,864千円

計 1,214,864千円
(2) 担保に係る債務

短 期 借 入 金 437,500千円
長 期 借 入 金 437,500千円

計 875,000千円
２．有形固定資産の減価償却累計額 203,927千円

連結株主資本等変動計算書に関する注記
１．当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 5,778,000株
２．配当に関する事項
(1) 配当金支払額

該当事項はありません。
(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の
種類

配当の
原資

配当金の総
額(千円)

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2024年１月12日
取締役会 普通株式 繰越利益

剰余金 27,026 5.00 2023年11月30日 2024年２月22日

３．当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的となる株式
の種類及び数
普通株式 873,000株
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金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは資金計画に基づき必要な資金は銀行借入及び新株の発行により調達しております。ま
た、資金運用に関しては、短期的な預金等に限定し、デリバティブ取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
売掛金及び長期貸付金は、顧客の信用リスクに晒されています。当該リスクに関しましては、取引先ご
との期日管理及び残高管理を行うとともに、適宜信用状況を把握しております。
投資有価証券は、取引先企業との業務又は資本提携等に関する株式であり、市場価格の変動リスクに晒
されております。
差入保証金は、主に賃借物件において預託しているものでありますが、取引先企業等の財務状況等に関
する信用リスクに晒されております。
買掛金及び預り金は、概ね１年以内の支払期日です。
借入金は、主に営業取引に係る資金調達及び設備投資資金であります。
長期預り保証金は、テナント賃貸借契約等に係る敷金及び保証金であります。
リース債務は、主に本社の設備投資に係る資金調達を目的としたものであります。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、案件管理表に基づき、営業債権について案件及び取引先ごとに期日管理及び残高管理を行っ
ております。

② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取引先企業
等との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③ 資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理
当社は、適時に資金繰り計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しています。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算
定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる
前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

２．金融商品の時価等に関する事項
2023年11月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。
なお、現金及び預金、売掛金、短期貸付金、買掛金、未払法人税等、預り金については、現金であるこ
と、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しておりま
す。
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（単位：千円）
連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 長期貸付金 21,542
貸倒引当金(※１) △5,042

16,500 16,802 302
(2) 差入保証金 133,349 123,141 △10,207
(3) 破産更生債権等 23,658

貸倒引当金(※1) △23,658
－ － －

資産計 149,849 139,943 △9,905
(1) リース債務 117,196 115,334 △1,862
(2) 長期借入金(※2) 767,078 762,287 △4,790
(3) 長期預り保証金 163,722 152,361 △11,361

負債計 1,047,997 1,029,983 △18,014
(*1) 長期貸付金及び破産更生債権等に対する個別貸倒引当金を控除しております。
(*2) １年内返済予定の長期借入金は、長期借入金に含めて表示しております。
(*3) 市場価格のない株式等の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

(単位：千円)
区分 連結貸借対照表計上額

投資有価証券（非上場株式） 0
関連会社株式 105,869

３．金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル
に分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(１) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
該当事項はありません。
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(２) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期貸付金 － 16,802 － 16,802
差入保証金 － 123,141 － 123,141

資産計 － 139,943 － 139,943
リース債務 － 115,334 － 115,334
長期借入金 － 762,287 － 762,287
長期預り保証金 － 152,361 － 152,361

負債計 － 1,029,983 － 1,029,983
（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

長期貸付金
長期貸付金の時価については、新規に同様の貸付を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値
により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

差入保証金
償還予定時期を見積り、国債の利回り等適切な指標で割り引いた現在価値により算定しており、レベル
２の時価に分類しております。

リース債務及び長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規取引を行った場合に想定される利率で割り引い
て算定する方法によっており、レベル２の時価に分類しております。

長期預り保証金
預り保証金の時価については、将来キャッシュ・フローを償還までの期間及び信用リスクを加味した利
率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

賃貸等不動産に関する注記
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

当社は、東京都その他において、賃貸用のテナント施設を有しております。
２．賃貸等不動産の時価に関する事項

(単位：千円)
連結貸借対照表計上額 連結決算日における時価

270,420 457,483
(注)１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。

２．時価は、主として、「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額(指標等を用いて調整を行ったもの
を含む。)であります。
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収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、「空中店舗フィル・パーク」等、空間ソリューション事業を提供する単一セグメントで
あるため、セグメント情報の記載を省略しておりますが、顧客との契約から生じる収益を分解した情報
は、以下のとおりであります。

（単位：千円）
金額

企画・デザイン等 258,182
設計・監理 207,876
工事請負 2,444,846
開発販売 2,557,525
その他 144,585
顧客との契約から生じる収益 5,613,017
その他の収益 350,502
外部顧客への売上高 5,963,519
(注) その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づくリース収益であります。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結計算書類の作成のための基本と
なる重要な事項に関する注記等 ４．会計方針に関する事項（4）重要な収益及び費用の計上基準」に記
載のとおりであります。

３．当連結会計年度末及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約負債の残高等

（単位：千円）
金額

契約負債（期首残高） 728,864
契約負債（期末残高） 483,003
契約負債は、主に工事請負契約における顧客からの前受金であります。契約負債は、収益の認識に伴い取り
崩されます。当連結会計年度に認識された収益額のうち期首現在の契約負債の残高に含まれていた額は、
716,046千円であります。
(2) 残存履行義務に配分した取引価格
残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。
なお、当社グループでは、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当
初に予想される契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。
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（単位：千円）
金額

１年以内 1,151,569
１年超２年以内 606,928
合計 1,758,497

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 507円74銭
１株当たり当期純利益 7円16銭
(注) 株主資本において自己株式として計上されている「役員向け株式給付信託」及び「従業員向け株式給付

信託」に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除
する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除する自己
株式数に含めております。
なお、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は35,500株であり、
１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は35,500株であります。
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貸借対照表（2023年11月30日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 3,428,051 流 動 負 債 754,866
現金及び預金 1,451,971 買掛金 5,227
売掛金 59,981 短期借入金 437,500
販売用不動産 862,096 1年内返済予定の長期借入金 83,092
仕掛販売用不動産 925,864 リース債務 5,987
未成業務支出金 229 未払金 59,554
前払費用 40,519 未払費用 4,652
未収入金 56,515 未払法人税等 28,100
未収還付法人税等 9,819 前受金 16,705
その他 21,054 預り金 18,703

固 定 資 産 1,213,776 前受収益 39,059
有形固定資産 504,647 その他 56,282
建物 346,602 固 定 負 債 1,079,658
構築物 520 長期借入金 683,986
工具、器具及び備品 13,641 リース債務 111,209
土地 48,490 資産除去債務 112,330
リース資産 95,393 長期前受収益 7,833

無形固定資産 16,795 長期預り保証金 163,722
ソフトウエア 16,795 その他 576

投資その他の資産 692,333 負 債 合 計 1,834,525
関係会社株式 484,012 純 資 産 の 部
出資金 2,000 株 主 資 本 2,803,328
長期貸付金 5,042 資本金 789,647
差入保証金 131,377 資本剰余金 789,647
破産更生債権等 23,658 資本準備金 789,647
長期前払費用 8,243 利益剰余金 1,924,986
繰延税金資産 66,699 その他利益剰余金 1,924,986
貸倒引当金 △28,701 繰越利益剰余金 1,924,986
その他 0 自己株式 △700,951

新株予約権 3,974
純 資 産 合 計 2,807,302

資 産 合 計 4,641,827 負 債 及 び 純 資 産 合 計 4,641,827
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損益計算書（2022年12月１日から2023年11月30日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 3,290,599
売 上 原 価 2,382,631

売 上 総 利 益 907,968
販売費及び一般管理費 1,018,701

営 業 損 失 110,733
営 業 外 収 益

受取利息 303
受取配当金 183,260
経営指導料 343,557
その他 855 527,976

営 業 外 費 用
支払利息 12,193
支払手数料 5,238
その他 22 17,455
経 常 利 益 399,787

特 別 損 失
関係会社株式評価損 67,048 67,048
税引前当期純利益 332,739
法人税、住民税及び事業税 42,100
法人税等調整額 45,206 87,306
当 期 純 利 益 245,433
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株主資本等変動計算書（2022年12月１日から2023年11月30日まで）

（単位：千円）

項目

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合計

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰余金
当期首残高 789,647 789,647 － 789,647 1,805,207 1,805,207
当期変動額
当期純利益 245,433 245,433
自己株式の処分 △125,654 △125,654
利益剰余金から資本剰余金
への振替 125,654 125,654 △125,654 △125,654

当期変動額合計 － － － － 119,778 119,778
当期末残高 789,647 789,647 － 789,647 1,924,986 1,924,986

項目
株 主 資 本

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

当期首残高 △1,076,502 2,307,998 3,974 2,311,972
当期変動額
当期純利益 245,433 245,433
自己株式の処分 375,551 249,896 249,896
利益剰余金から資本剰余金
への振替 － －

当期変動額合計 375,551 495,329 － 495,329
当期末残高 △700,951 2,803,328 3,974 2,807,302
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式・・・・移動平均法による原価法によっております。
その他有価証券 市場価格のない株式等・・・・移動平均法による原価法によっております。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
販売用不動産、仕掛販売用不動産、及び未成業務支出金・・・・個別法による原価法(貸借対照表価額は
収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)によっております。

２．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、建物(建物附属設備は除く)及び2016年４月１日以降に取得した建
物附属設備並びに構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 5～34年
構築物 ５～19年
工具、器具及び備品 ４～10年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
ただし、ソフトウエア(自社利用)については、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

(3) リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。

３．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 株式給付引当金
役員株式給付規程及び従業員株式給付規程に基づく当社グループの役員及び従業員への当社株式の給付
に備えるため、当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。

(3) 賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当期に見合う分を計上しており
ます。
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４．重要な収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務
を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

(1) 業務委託契約等
「請負受注スキーム」においては、土地オーナーに土地活用商品の企画提案をしております。
これらの業務委託契約等については、企画・デザイン業務、プロジェクトマネジメント業務、テナント
募集関連業務等が含まれております。企画・デザイン業務については、提案書を提出した時点で収益を
認識しております。プロジェクトマネジメント業務、テナント募集関連業務については、履行義務の充
足に従い、一定の期間にわたり収益を認識しております。

(2) 販売用不動産の販売等
「開発販売スキーム」においては、不動産投資家に当社が土地を購入し土地活用商品の開発から販売を
行っております。
これらの販売において、当社は顧客との不動産売買契約書に基づき当該不動産の引渡しを行う履行義務
を負っており、当該履行義務は、不動産を引渡した一時点で充足されるものであるため、引渡時点にお
いて収益を認識しております。

５．その他計算書類作成のための基本となる事項
繰延資産の処理方法
新株予約権発行費は、支出時に全額費用として処理しております。

追加情報
１．取締役に対する業績連動型株式報酬制度

連結注記表に同一の内容が記載されているため、記載を省略しております。
２．従業員に信託を通じて自社の株式を交付する取引

連結注記表に同一の内容が記載されているため、記載を省略しております。

会計方針の変更に関する注記
時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下
「時価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第
27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来に
わたって適用することとしております。なお、計算書類に与える影響はありません。
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会計上の見積りに関する注記
繰延税金資産
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

繰延税金資産（純額）66,699千円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表に同一の内容が記載されているため、記載を省略しております。

貸借対照表に関する注記
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
(1) 担保に供している資産

定 期 預 金 307,000千円
仕 掛 販 売 用 不 動 産 907,864千円

計 1,214,864千円
(2) 担保に係る債務

短 期 借 入 金 437,500千円
長 期 借 入 金 437,500千円

計 875,000千円
２．有形固定資産の減価償却累計額 203,927千円
３．関係会社に対する金銭債権または金銭債務

関係会社に対する短期金銭債権 57,047千円
関係会社に対する短期金銭債務 1,564千円

損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 12,082千円
売上原価 29,107千円

営業取引以外の取引高（収入分） 526,757千円

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

普通株式 408,180株
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税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
税務上の繰越欠損金 44,191千円
投資有価証券評価損 29,818 〃
貸倒引当金 8,788 〃
減価償却超過額 26,987 〃
長期前受収益 2,398 〃
資産除去債務 34,395 〃
未払事業税 5,501 〃
その他 23,740 〃

繰延税金資産小計 175,818千円
評価性引当額 △83,752 〃
繰延税金資産合計 92,066千円

繰延税金負債
資産除去債務に対応する除去費用 23,317千円
その他 2,050 〃

繰延税金負債合計 25,367千円
繰延税金資産純額 66,699千円

収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「重要な会計方針に係る事項に関

する注記 ４．重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

（単位：千円）

種 類 会社等の名称
議決権等の
所有(被所有)

割合
関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

子会社 株式会社フィル・
コンストラクション

所有
直接 100%

役員の兼任
経営指導

経営指導料
(注１) 281,827 未収入金 40,915

配当金の受
取 183,200 ― ―

債務被保証
(注２) 437,500 ― ―

子会社 株式会社プレミアム
ガレージハウス

所有
直接 100%

役員の兼任
経営指導

経営指導料
(注１) 61,070 未収入金 15,248

(注) １．経営指導料は、業務内容を勘案し、当事者間で金額を決定しております。
２．金融機関からの一部借入金に対して、債務保証を受けております。なお、保証料の支払は行っておりません。

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 522円05銭
１株当たり当期純利益 46円23銭
(注) 株主資本において自己株式として計上されている「役員向け株式給付信託」及び「従業員向け株式給付

信託」に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除
する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除する自己
株式数に含めております。
なお、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は35,500株であり、
１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は35,500株であります。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2024年１月1８日

株式会社 フィル・カンパニー
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 森 田 健 司
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 柏 村 卓 世

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社フィル・カンパニーの2022年12月1日か

ら2023年11月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、株式会社フィル・カンパニー及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財
産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
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作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検
討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書に
おいて連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事
項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企
業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計
算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監
査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査
人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するた
めにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。
以 上
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2024年１月18日

株式会社 フィル・カンパニー
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 森 田 健 司
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 柏 村 卓 世

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社フィル・カンパニーの2022年12月

1日から2023年11月30日までの第19期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資
本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行っ
た。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は

その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その

他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作
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成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検
討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書にお
いて計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適
切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として
存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等
が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統 制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につい
て報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するた
めにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

2024年01月23日 14時29分 $FOLDER; 59ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



59

監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書
当監査等委員会は、2022年12月1日から2023年11月30日までの第19期事業年度の取締役の職務の執行について監査いたしま

した。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
1. 監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき

整備されている体制（内部統制システム）の状況について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を
受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び

使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財
産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に
応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日
企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び
連結注記表）について検討いたしました。
2. 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の

記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
（3）連結計算書類の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
2024年１月19日

株式会社フィル・カンパニー 監査等委員会
監査等委員 川野 恭 ㊞
監査等委員 松本 直人 ㊞
監査等委員 佐藤 孝幸 ㊞

（注）監査等委員川野恭、松本直人及び佐藤孝幸は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以上
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株主総会会場ご案内図

株式会社 フィル・カンパニー
東京都中央区築地三丁目１番12号
https://philcompany.jp

2024年2月21日（水）午前10時
（受付開始：午前9時30分）

東京都千代田区九段北１丁目８番10号

住友不動産九段ビル ３階
ベルサール九段 ホール A＋B
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開催日時
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※�会場へのお車でのご来場はご遠慮くだ
さいますようお願い申し上げます。

● 東京メトロ半蔵門線
● 都営地下鉄新宿線

「九段下」駅「５番出口」徒歩５分

● 東京メトロ東西線

「九段下」駅「７番出口」徒歩３分
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